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13 :05  第 1部 
 基調講演五木寛之氏

14 :05 休　憩

14 :15  第 2部 
 パネルディスカッション

16 :15 終　了

　戦後80年を迎え、メディア環境が大きく変貌している。新聞が主役だった戦後からテレビの登場で映像の時代
に。その後、インターネットが普及し、SNS情報が選挙結果に影響を与えるまでになり、今や「マスメディア＝オー
ルドメディア」と呼ばれるようになった。大量に情報を発信するマスメディアと、自由に個の発信ができるソーシャ
ルメディアという情報伝達の “分断” にどう対応すればいいのか。メディアの行く末を展望する。

1932年福岡県生まれ。戦後、北朝鮮より
引揚げ。早稲田大学文学部ロシア文学科
中退。1966年『さらばモスクワ愚連隊』
で小説現代新人賞を受賞し作家デビュー。
翌年『蒼ざめた馬を見よ』で直木賞。以
後吉川英治文学賞、菊池寛賞、NHK放送
文化賞、毎日出版文化賞当別賞などを受
賞。小説以外にも幅広い活動を続ける。
代表作に『青春の門』、『風に吹かれて』、
『大河の一滴』、『親鸞』、『TARIKI』（英文
版）など。日本芸術院会員。

作　家

1961年栃木県生まれ。東京大学
大学院学際情報学府博士課程修
了。日本IBM、ソフトバンク株式
会社勤務などを経て現職。専門
はメディア研究。特にソーシャ
ルメディアと社会運動や社会対
立との関係について広範な観点
から研究している。著書に『炎
上社会を考える』（中央公論新
社）、『ネット右派の歴史社会学』
（青弓社）、『デモのメディア論』
（筑摩書房）、『フラッシュモブズ』
（NTT出版）など。

～分断する情報伝達の行方～～分断する情報伝達の行方～
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成蹊大学文学部教授
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ニューヨーク州立大学国際関係
論学科卒、ニューヨーク市立大
学大学院国際関係論学科修士号
取得。国連、米国野村證券を経
て現職。日米を中心に世界情勢
を幅広く取材。著書に『貧困大国
アメリカ』（岩波新書）、『日本が売
られる』（幻冬舎新書）、『デジタ
ル・ファシズム』（NHK 新書）、『食
が壊れる』（文春新書）、『国民の
違和感は９割正しい』（PHP 新書）
など。WEB 番組「新・堤未果の
アンダーワールド」キャスター。

国際ジャーナリスト 
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1956年長野県生まれ。1980年
慶応大学経済学部卒業、中日新
聞社入社。地方支局記者、名古
屋本社編集局社会部記者、パリ
支局長を経て2002年論説委員
（朝刊１面コラム「中日春秋」担
当）。2007年同社会部長、名古
屋本社編集局次長、同編集局長、
取締役編集局長、取締役東京本
社編集局長を経て20年に常務取
締役総務担当・経営企画担当。
23年から編集担当。

中日新聞社常務取締役
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東京都出身。1986年時事
通信社入社。静岡総局、横
浜総局、本社内政部、シド
ニー特派員、内政部長、長
野支局長、海外速報部長を
経て2019年7月より現職。
『全論点　人口急減と自治
体消滅』『自治体PR戦略　
情報発信でまちは変わる』
（いずれも時事通信出版局）
を監修。人口減少や地方創
生、選択的夫婦別姓や成年
後見制度などの家族政策に
ついて取材・執筆している。

時事通信社解説委員
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プレスセンターホール
日本プレスセンタービル10階

■千代田線・日比谷線「霞ケ関」駅 C4  出口より徒歩 2分
■丸ノ内線「霞ケ関」駅 B3a 出口より徒歩 5分
■三田線「内幸町」駅 A7 出口より徒歩 2分
■銀座線「虎ノ門」駅 10 出口より徒歩 7分

東京都千代田区内幸町2丁目2-１
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■新聞通信調査会ホームページから

新聞通信調査会 検索

■QRコードから直接

https://www.chosakai.gr.jp

※ご登録いただいたメールアドレスへ 6月17日㈫以降に
参加URL等の情報をお送りします。

公益財団法人 新聞通信調査会　   chosakai@helen.ocn.ne.jp

■新聞通信調査会ホームページから

新聞通信調査会 検索

■QRコードから直接

https://www.chosakai.gr.jp

※抽選結果は 6月10日㈫以降にメールでお知らせします。

オンライン参加

お問い合わせ先

6月13日㈮5月23日㈮～
　　　     6月6日㈮

200人（抽選）

交通アクセス

会 場 参 加

申込方法

定　員

申込受付期間

申込方法

申込締め切り日

～分断する情報伝達の行方～～分断する情報伝達の行方～

公益財団法人 新聞通信調査会シンポジウム

メディア
戦後80年と 参加費

無料


